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ム
を
終
え
る
と
ほ
っ
と
し
た

表
情
で
、
花
び
ら
を
散
ら
し

始
め
た
桜
や
こ
れ
か
ら
学
校

生
活
を
送
る
校
舎
を
バ
ッ
ク

に
写
真
を
撮
る
姿
な
ど
が
見

ら
れ
た
。

新
し
く
出
会
っ
た
仲
間
と

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
勉
強

や
部
活
動
に
励
む
、
附
属
柏

中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
学

校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

で
行
わ
れ
、
高
等
学
校
新
入

生
を
代
表
し
午
前
の
部
で
は

庄
山
悠
斗
さ
ん
が
、
午
後
の

部
で
は
篠
田
佑
人
さ
ん
が
、

中
学
校
を
代
表
し
て
大
林
さ

く
ら
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
入

学
に
あ
た
っ
て
の
宣
誓
を
行

っ
た
。

式
の
間
、
緊
張
の
面
持
ち

だ
っ
た
新
入
生
た
ち
も
、
初

め
て
の
ク
ラ
ス
ホ
ー
ム
ル
ー

「
自
分
の
好
き
な
道
を
自
分

で
選
び
、
努
力
を
続
け
る
こ

と
、
そ
し
て
だ
れ
に
も
負
け

な
い
得
意
な
こ
と
を
、
何
か

一
つ
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と

強
く
願
い
ま
す
」
と
新
入
生

を
激
励
。
温
か
く
祝
福
の
言

葉
を
述
べ
た
。

式
典
は
午
前
の
部
（
高
等

学
校
・
中
学
校
）
、
午
後
の

部
（
高
等
学
校
）
の
二
部
制

四
月
七
日
、
附
属
柏
中
学

校
・
高
等
学
校
体
育
館
で
、

高
等
学
校
第
五
十
四
回
、
中

学
校
第
十
二
回
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
た
。

今
年
度
の
高
等
学
校
は
新

入
生
三
百
八
十
三
名
、
中
学

校
は
、
新
入
生
八
十
四
名
が

新
し
い
仲
間
と
し
て
加
わ
っ

た
。七

五
三
和
男
校
長
は
、
入

学
許
可
宣
言
の
後
、
式
辞
で

一
年
Ｃ
組
の
長
沼
樹
希
さ
ん

と
一
年
Ｆ
組
の
大
塚
碧
海
さ

ん
が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
、

在
校
生
代
表
と
し
て
生
徒
会

長
の
三
年
Ａ
組
の
冨
田
尚
鴻

さ
ん
と
生
徒
会
副
会
長
の
三

年
Ｃ
組
の
内
海
祐
斗
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
「
歓

迎
の
言
葉
」
を
述
べ
た
。

式
典
後
に
は
、
学
級
担
任

の
紹
介
が
あ
り
、
学
年
主
任

の
齋
藤
真
一
教
諭
か
ら
入
学

の
お
祝
い
と
エ
ー
ル
が
贈
ら

れ
た
。

行
っ
た
上
で
の
挙
行
と
な
っ

た
。出

席
者
も
新
入
生
と
教
職

員
だ
け
と
し
、
保
護
者
に
対

し
て
は
式
典
を
ラ
イ
ブ
配
信

し
、
式
典
後
に
新
入
生
と
家

族
が
一
緒
に
視
聴
で
き
る
よ

う
、
動
画
の
限
定
公
開
も
行

っ
た
。

各
学
級
担
任
か
ら
、
新
入

生
二
百
三
十
二
名
の
名
前
が

呼
ば
れ
る
と
、
一
人
一
人
が

元
気
に
起
立
、
明
る
く
初
々

し
い
姿
が
見
ら
れ
た
。

鵜
飼
敦
之
校
長
は
入
学
許

可
宣
言
の
後
、
式
辞
で
「
日

々
の
授
業
や
学
校
行
事
、
部

活
動
な
ど
に
励
む
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、
友
人

と
互
い
に
学
び
合
い
、
常
に

自
分
自
身
の
大
き
な
『
翼
』

で
ど
こ
を
目
指
し
て
飛
ん
で

い
き
た
い
の
か
、
し
っ
か
り

し
た
将
来
の
目
標
を
掲
げ
て

ほ
し
い
」
と
祝
福
と
激
励
の

言
葉
を
贈
っ
た
。

二
部
制
と
な
っ
た
入
学
式

で
は
、
新
入
生
代
表
と
し
て

四
月
八
日
、
第
七
十
五
回

入
学
式
が
日
本
教
育
会
館
一

ツ
橋
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代

田
区
）
で
行
わ
れ
た
。
今
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
二

部
制
と
し
、
間
隔
を
保
っ
た

座
席
や
国
歌
や
校
歌
の
静
聴

な
ど
、
万
全
な
感
染
対
策
を

た
な
学
び
の
始
ま
り
を
強
く

意
識
し
、
新
入
生
た
ち
は
、

終
始
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾

け
て
い
た
。

当
日
は
、
出
席
で
き
な
い

保
護
者
や
家
族
ら
に
向
け
て

式
典
の
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
わ

れ
多
く
の
方
が
視
聴
し
た


る
公
共
心
と
と
も
に
、
二
松

学
舎
大
学
で
の
古
典
学
と
新

し
い
知
の
領
域
で
の
学
び
の

な
か
で
手
に
入
れ
、
そ
し
て

発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
新
入
生
を
激
励
し
た
。

水
戸
英
則
理
事
長
の
祝
辞

は
、
書
面
で
新
入
生
に
配
付

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
水
戸
理

事
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
貴

重
な
四
年
間
、
充
実
し
た
学

生
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗

り
越
え
る
適
応
力
を
二
松
学

舎
大
学
で
身
に
付
け
、
共
に

新
し
い
世
界
を
創
り
上
げ
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
未
来
を
選
ぶ
の
は
皆
さ

ん
自
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ

た
。新

入
生
代
表

あ
い
さ
つ
で

は
、
国
際
政
治

経
済
学
部
・
小

手
涼
汰
さ
ん
の

宣
誓
が
行
わ
れ

た
。大

学
七
百
九

十
四
名
、
大
学

院
二
十
名
、
計

八
百
十
四
名
を

迎
え
た
本
年
度

の
入
学
式
。
新

四
月
六
日
、
二
〇
二
二
年

度
二
松
学
舎
大
学
入
学
式
が

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

（
東
京
都
中
野
区
）
で
挙
行

さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
で
保
護

者
や
法
人
役
員
の
出
席
は
な

く
、
新
入
生
と
教
職
員
だ
け

が
参
加
す
る
式
と
な
っ
た
。

江
藤
茂
博
学
長
は
、
入
学

許
可
宣
言
に
続
き
、
式
辞
で

「
世
界
を
結
び
付
け
る
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を

分
析
で
き
る
洞
察
力
、
よ
り

良
い
社
会
を
築
く
た
め
の
創

造
力
を
、
自
分
自
身
を
律
す

学
校
（
福
島
県
）
戦
は
、
三

月
二
十
日
の
第
三
試
合
と
な

っ
た
。

附
属
高
等
学
校
野
球
部
の

先
発
は
布
施
東
海
投
手
（
三

年
生
）
。
序
盤
か
ら
制
球
に

苦
し
み
五
回
に
降
板
。
六
回

マ
ウ
ン
ド
に
は
メ
ン
バ
ー
の

期
待
を
背
負
い
大
矢
青
葉
投

手(

二
年
生)

が
奮
闘
し
、
四

回
無
失
点
の
活
躍
を
見
せ
る

な
ど
地
道
に
追
い
上
げ
る
も

守
備
の
乱
れ
も
あ
り
、
三
対

九
で
聖
光
学
院
高
等
学
校
に

敗
れ
初
戦
敗
退
と
な
っ
た
。

主
将
の
小
林
幸
男
選
手

（
三
年
生
）
は
「
自
分
た
ち

で
何
も
で
き
な
か
っ
た
」
と

悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

敗
戦
の
悔
し
さ
を
ば
ね

に
、
夏
の
選
手
権
大
会
で
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
。

春
の
甲
子
園
は
、
前
回
出

場
か
ら
七
年
ぶ
り
、
六
回
目

の
出
場
で
、
昨
年
の
夏
の
大

会
か
ら
の
連
続
出
場
と
い
う

偉
業
と
な
っ
た
。

開
会
式
が
雨
天
順
延
と
な

り
、
初
戦
の
聖
光
学
院
高
等

第
九
十
四
回
選
抜
高
等
学

校
野
球
大
会
出
場
校
選
考
委

員
会
（
二
〇
二
二
年
一
月
二

十
八
日
）
で
、
二
松
学
舎
大

学
附
属
高
等
学
校
が
選
出
さ

れ
、
春
の
甲
子
園
に
出
場
し

た
。

ら
昨
年
ま
で
六
年
連
続
で
打
率

三
割
、
本
塁
打
二
十
五
本
以
上

を
記
録
。

ま
た
、
昨
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
四
番
打
者
と
し

て
日
本
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
貢

献
し
た
。

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
の
鈴
木

選
手
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

鈴
木
誠
也
選
手
が
シ
カ
ゴ
・

カ
ブ
ス
に
入
団
し
た
。
カ
ブ
ス

は
リ
ー
グ
優
勝
十
七
回
、
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
優
勝
三
回
を
誇

る
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
（
Ｍ
Ｌ
Ｂ
）
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
リ
ー
グ
の
名
門
球
団
。

鈴
木
選
手
は
、
附
属
高
等
学

校
か
ら
二
〇
一
二
年
に
広
島
東

洋
カ
ー
プ
に
入
団
。
一
六
年
か

（第８７号）

新
た
な
学
び
が
ス
タ
ー
ト

大
学･
大
学
院

附
属
高
校附

属
高
校

附
属
柏
中
学
・
高
校

附
属
柏
中
学･

高
校

大
学
・
大
学
院

附属高校野球部

春の甲子園出場
７年ぶり６回目
春の甲子園出場
７年ぶり６回目

附属高校野球部選抜メンバー

附属高校卒業生

鈴木誠也選手が
ＭＬＢカブスへ

二松学舎新聞（） 年（令和４年）月日（金曜日）
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こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
『
人

生
百
年
時
代
』
を
生
き
て
い

く
上
で
と
て
も
大
切
な
こ

と
」
と
説
明
。

ど
ち
ら
の
講
師
も
金
融
の

知
識
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性

を
説
き
な
が
ら
、
投
資
に
つ

い
て
は
「
元
本
保
証
や
リ
タ

ー
ン
が
高
く
も
う
け
ら
れ
る

と
い
う
話
は
詐
欺
の
可
能
性

が
高
い｣

と
注
意
も
促
し
た


合
計
で
約
六
百
七
十
名
の

生
徒
が
受
講
し
た
本
講
座
。

「
成
年
」
を
迎
え
る
前
の
有

意
義
な
学
び
と
な
っ
た
。

附
属
柏
高
等
学
校
で
講
演

を
し
た
同
社
ア
ナ
リ
ス
ト
の

松
嶋
真
倫
さ
ん
は
、
「
高
校

生
の
う
ち
か
ら
投
資
を
含
め

た
お
金
の
使
い
方
を
考
え
る

は
四
月
十
二
日
に
そ
れ
ぞ
れ

実
施
。
附
属
高
等
学
校
で
講

師
を
担
当
し
た
同
社
マ
ー
ケ

ッ
ト
・
ア
ナ
リ
ス
ト
の
益
嶋

裕
さ
ん
は
融
資
や
株
式
発
行

の
仕
組
み
、
投
資
で
得
ら
れ

る
利
益
や
リ
ス
ク
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
、
「
お
金
や
投

資
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
る
と
選
択
肢
が
増

え
、
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
語

っ
た
。

今
年
四
月
か
ら
、
高
等
学

校
の
家
庭
科
の
授
業
で
投
資

を
含
め
た
金
融
教
育
が
本
格

化
す
る
こ
と
を
受
け
て
、
二

松
学
舎
大
学
附
属
高
等
学
校

と
附
属
柏
高
等
学
校
で
は
、

特
別
授
業
と
し
て
高
校
二
年

生
に
向
け
て
投
資
講
座
を
開

講
し
た
。

マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
株
式
会

社
か
ら
講
師
を
招
き
、
附
属

高
等
学
校
で
は
三
月
二
十
二

日
に
、
附
属
柏
高
等
学
校
で

直
接
持
参

◇
応
募
期
間

二
〇
二
二
年
五
月
十
六
日

（
月
）
～
六
月
三
十
日(

木)

◇
賞
品

採
用
作
品

賞
状
、
副
賞

◇
著
作
権
等

応
募
作
品
は
自
作
で
未
発

表
の
も
の
と
し
、
著
作
権
の

全
て
は
学
校
法
人
二
松
学
舎

に
帰
属

◇
お
問
い
合
わ
せ

（
電
話
）
〇
三
（
三
二
六

一
）
一
二
九
二
（
広
報
課
／

九
時
か
ら
十
六
時
ま
で
）

学
院
在
学
生
／
二
松
学
舎
大

学
附
属
高
等
学
校
生
徒
／
二

松
学
舎
大
学
附
属
柏
中
学
校

・
高
等
学
校
生
徒
／
本
学
教

職
員

◇
募
集
内
容

製
作
グ
ッ
ズ
の
種
類
お
よ

び
デ
ザ
イ
ン

◇
応
募
方
法

デ
ー
タ
か
手
書
き
い
ず
れ

も
可申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
添

付
し
て
提
出
も
し
く
は
各
校

の
窓
口
（
中
学
・
高
等
学
校

：
事
務
室
、
大
学
：
九
段
１

号
館
十
二
階
広
報
課
等
）
に

二
松
学
舎
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
原
案
を
募
集

創
立
百
四
十
五
周
年
特
別

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
学
生
や

生
徒
、
教
職
員
か
ら
「
二
松

学
舎
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
」

の
原
案
を
募
集
す
る
。

採
用
作
品
は
、
グ
ッ
ズ
化

さ
れ
二
松
学
舎
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
で
販
売
予
定
。
募
集

要
項
は
次
の
通
り
。

◇
応
募
対
象
者

二
松
学
舎
大
学
お
よ
び
大

儴儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
過

程
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

け
て
教
育
・
研
究
の
使
命
遂

行
は
も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
価

値
創
造
が
で
き
る
人
材
育
成

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
語
り
、
完
成
を
祝
っ
た
。

「
碑
」
に
は
、
明
治
十
年

に
漢
学
塾
と
し
て
創
立
し
た

本
学
の
校
名
の
由
来
な
ど
が

側
面
に
記
さ
れ
、
百
四
十
五

年
続
く
歴
史
の
始
ま
り
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
「
説
明
板
」

に
は
、
漢
学
塾
時
代
の
本
学

の
様
子
、
卒
業
生
や
関
係
者

に
つ
い
て
、
ま
た
、
二
松
学

舎
専
門
学
校
が
設
置
さ
れ
て

板
」
と
合
わ
せ
、
学
長
、
両

附
属
高
等
学
校
校
長
ら
本
学

関
係
者
七
名
と
工
事
を
行
っ

た
鹿
島
建
設
役
員
が
参
加
し

て
除
幕
式
を
行
っ
た
。

水
戸
理
事
長
は
、
除
幕
式

で
「
二
本
の
松
を
中
心
と
し

た
漢
学
塾
二
松
学
舎
等
跡
地

が
二
松
学
舎
の
ル
ー
ツ
で

す
。
今
後
百
五
十
周
年
に
向

ど
さ
ま
ざ
ま
な
周
年
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
二
松

学
舎
大
学
九
段
１
号
館
正
面

の
石
垣
付
近
に
「
三
島
中
洲

邸
・
漢
学
塾
二
松
学
舎
・
二

松
学
舎
専
門
学
校
跡
碑
」
を

設
置
四
月
二
十
七
日
に
は


石
垣
の
壁
面
に
新
し
く
取
り

付
け
た
「
創
立
由
来
等
説
明

｢

三
島
中
洲
邸･

漢
学

塾
二
松
学
舎･

二
松

学
舎
専
門
学
校
跡
碑｣

お
よ
び｢

創
立
由
来
等

説
明
板｣

を
設
置

～
除
幕
式
を
実
施
～

学
校
法
人
二
松
学
舎
で

は
、
今
年
十
月
に
迎
え
る
創

立
百
四
十
五
周
年
を
記
念

し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
な

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

い
す
け
）
教
学
事
務
部
学
生

支
援
課

リ
ス
ト
教
思
想

【
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
】

北
村

康
子
（
き
た
む
ら

や
す
こ
）
特
別
招
聘
教
授

専
門
分
野

国
語
科
教
育
法

【
事
務
局
】

室
伏
麻
里
子
（
む
ろ
ふ
し

ま
り
こ
）
総
務
・
人
事
部
総

務
・
人
事
課

【
学
務
局
】

井
上

直
（
い
の
う
え

な
お
）
教
学
事
務
部
教
務
課

新
田

圭
祐
（
に
っ
た

け

み
）
講
師

専
門
分
野

中
国
哲
学
、
形

而
上
学
、
中
国
古
典
文
学

【
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
】

野
村

啓
介
（
の
む
ら

け

い
す
け
）
教
授

専
門
分
野

近
代
フ
ラ
ン
ス

政
治
社
会
史
日
仏
外
交
史


ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ワ
イ
ン
文
化
史

麻
生

将
（
あ
そ
う

た

す
く
）
講
師

専
門
分
野

人
文
地
理
学
、

近
代
日
本
の
地
理
思
想
と
キ

【
文
学
部
中
国
文
学
科
】

和
久

希
（
わ
く

の
ぞ

二
〇
二
二
年
三
月
三
十
一

日
付

【
文
学
部
】

小
方

伴
子

教
授

【
国
際
政
治
経
済
学
部
】

渡
辺

和
則

教
授

【
附
属
高
等
学
校
】

本
城

学

校
長

【
附
属
柏
高
等
学
校
】

大
山
由
美
子

教
諭

担
当
科
目

英
語

富
永

優
介
（
と
み
な
が

ゆ
う
す
け
）
常
勤
講
師

担
当
科
目

英
語

村
上

遼
夏
（
む
ら
か
み

り
ょ
う
か
）
常
勤
講
師

担
当
科
目

保
健
体
育

青
木

紘
庸
（
あ
お
き

ひ

ろ
の
ぶ
）
特
別
任
用
教
諭

担
当
科
目

英
語

ウ
エ
ス
ト
ン

ス
テ
ィ
ー
ブ

ン

ニ
コ
ラ
ス
特
別
任
用
講

師担
当
科
目

英
語

菅
澤

美
喜
（
す
が
さ
わ

み
き
）
常
勤
講
師

池
田

憲
亮
（
い
け
だ

け

ん
す
け
）
常
勤
講
師

担
当
科
目

保
健
体
育

員
と
し
て
一
期
以
上
在
職
し

た
者
、
法
人
評
議
員
と
し
て

二
期
以
上
在
籍
し
た
者
、
教

職
員
と
し
て
二
十
年
以
上
勤

続
し
た
者
、
大
学
・
高
等
学

校
の
役
職
者
と
し
て
通
算
五

年
以
上
在
職
し
た
者
な
ど
に

贈
ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
法
人
役
員
経
験

者
、
お
よ
び
法
人
に
対
し
特

別
な
功
労
が
あ
っ
た
者
に
名

誉
舎
友
の
称
号
を
贈
る
。

二
〇
二
二
年
四
月
一
日
付

で
次
の
三
名
に
名
誉
舎
友


舎
友
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。

（
敬
称
略
）

◎
名
誉
舎
友

本
城

学

◎
舎
友

大
山
由
美
子

山
口

洋
子

舎
友
の
称
号
は
、
法
人
役

二
〇
二
二
年
四
月
一
日
付

◆
二
松
学
舎
大
学
副
学
長

福
島

一
浩

特
別
招
聘

教
授
（
再
）

◆
国
際
日
本
学
研
究
科
長

松
本
健
太
郎
（
新
）

◆
附
属
高
等
学
校
校
長

鵜
飼

敦
之
（
新
）

◆
附
属
高
等
学
校
教
頭

秋
葉

一
之
（
再
）

こ
の
二
年
間
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
か
つ
て
私

た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
状
況
に
立
た
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の

中

で

学

校

は
、
集
ま
っ

て
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
や

喜
び
を
再
認

識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
生
徒
に

味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
日
々
の
教
育
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

活
動
を
通
じ
て
人
間
関
係

形
成
の
力
を
身
に
付
け
る

と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
学
び
続
け
る
礎
を
身

に
付
け
ら
れ
る
三
年
間
と

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
在

校
生
と
と
も
に
未
来
を
見

つ
め
、
新
た
な
挑
戦
を
試

み
よ
う
と
す
る
生
徒
の
皆

さ
ん
を
教
職
員
一
同
で
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

る
現
在
、
高
等
学
校
教
育

に
は
大
学
等
や
実
社
会
と

の
接
続
機
能
の
み
な
ら

ず
卒
業
後
も
学
び
続
け


向
上
し
よ
う
と
す
る
生
徒

の
育
成
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
附
属

高
等
学
校
で
は
「
論
語
」

を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性

を
育
み
、
教
科
指
導
は
も

と
よ
り
、
学
校
行
事
や
部

四
月
一
日
、
附
属
高
等

学
校
の
校
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。恵

ま
れ
た

自
然
や
歴
史

環
境
を
有
す

る
九
段
の
地

に
お
い
て
、

四
月
八
日
に

入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
た

に
二
百
三
十
二
名
の
新
入

生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
入
学
を
心
か
ら

歓
迎
い
た
し
ま
す
。

人
生
百
年
と
も
言
わ
れ

（第８７号）

人

事

人

事

新
任
教
職
員
紹
介

大

学

名
誉
舎
友･

舎
友

名
誉
舎
友･

舎
友

附
属
高
等
学
校
の
目
指
す
も
の

就
任
挨
拶

二
松
学
舎
大
学
附
属
高
等
学
校
校
長

鵜
飼

う

か

い

敦
之

あ

つ

ゆ

き

定
年
退
職

定
年
退
職

学
校
法
人
二
松
学
舎
で
は
、
「
二
松
学
舎
教
育
研
究
振
興
資
金
」
の
寄
付
金
募
集
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
、
『
創
立
百
四
十
五
周
年
記
念
募
金
』
と
し
て
募
集
い
た
し

ま
す
。
こ
の
募
金
は
、
寄
付
金
の
使
途
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
申
し
込
み
方
法
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い


ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
で
直
接
申
し
込
み
が

可
能
で
す
。

ま
た
は
、
左
記
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
専
用
振
込
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

何
と
ぞ
、
募
金
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
企
画
・
財
務
課

（
電
話
）
〇
三
（
三
二
六
一
）
一
二
九
八

二
松
学
舎
創
立
百
四
十
五
周
年
記
念
募
金
の
お
願
い

両
附
属
高
校
で
金
融
講
座

創
立
百
四
十
五
周
年
記
念
事
業

創
立
百
四
十
五
周
年
記
念
事
業

附
属
柏
高
校

附
属
柏
中
学
校

創
立
以
来
の
歴
史
が
刻
ま
れ
た

「
創
立
由
来
等
説
明
板
」

金融の正しい知識を身に付ける

（）年（令和４年）月日（金曜日）二松学舎新聞



生
選
抜
型
）
や
、
二
科
目
受

験
型
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｇ
方
式
入

試
（
Ｇ
方
式
は
文
学
部
の

み
）
、
三
月
実
施
の
Ｄ
方
式

入
試
の
他
Ｃ
方
式
入
試(

大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
）

を
両
学
部
で
実
施
し
た
。

文
学
部
は
定
員
四
百
四
十

名
の
と
こ
ろ
五
百
二
十
一

名
、
国
際
政
治
経
済
学
部
は

定
員
二
百
四
十
名
の
と
こ
ろ

二
百
五
十
五
名
の
入
学
者
を

得
た
。
（
編
入
学
者
除
く
）

二
〇
二
二
年
度
入
学
試
験

は
、
学
校
推
薦
型
選
抜
、
総

合
型
選
抜
、
一
般
選
抜
、
お

よ
び
各
種
特
別
入
試
を
実
施

し
た
。

総
合
型
選
抜
は
、
志
願
者

の
自
己
表
現
能
力
や
学
習
意

欲
、
資
格
の
取
得
な
ど
を
総

合
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
重

視
し
、
文
学
部
で
は
課
題
図

書
型
・
文
章
読
解
型
入
試
や

書
道
実
技
型
入
試
を
、
国
際

政
治
経
済
学
部
で
は
読
解
力

総
合
型
入
試
や
英
語
資
格
型

入
試
な
ど
新
規
の
入
試
種
別

も
含
め
て
多
彩
な
方
式
を
実

施
し
た
。

学
科
試
験
を
主
と
し
た
一

般
選
抜
は
、
三
科
目
受
験
型

の
Ｓ
方
式
入
試
（
入
試
奨
学

組
み
合
わ
せ
た
。

そ
の
結
果
、
全
出
願
者
四

百
二
十
九
名
、
全
受
験
者
三

百
九
十
四
名
、
全
合
格
者
三

百
七
十
四
名
と
な
り
、
入
学

者
は
二
百
三
十
二
名
で
あ
っ

た
。

応
、
中
学
校
訪
問
、
塾
訪
問

な
ど
を
通
し
て
、
受
験
生
を

学
校
説
明
会
に
誘
導
し
た
。

説
明
会
は
完
全
予
約
制
に

し
た
た
め
、
一
回
の
参
加
者

数
は
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
の

分
実
施
回
数
を
増
や
し
た


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た

め
、
事
前
（
事
後
）
の
動
画

配
信
と
説
明
会
、
在
校
生
ス

ピ
ー
チ
、
個
別
相
談
な
ど
を

募
集
定
員
二
百
五
十
名
を

七
つ
の
入
試
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

募
集
し
た
。

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
た
め
、
部
活
体
験
や
授
業

体
験
な
ど
が
実
施
で
き
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
経
験

を
踏
ま
え
て
、




ア
プ

リ
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

対
応
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

の
動
画
、
外
部
相
談
会
、
本

校
で
の
受
験
生
へ
の
個
別
対

際
・
平
塚
・
横
浜
氷
取
沢
・

横
浜
清
風
・
神
奈
川
学
園
・

白
鵬
女
子
・
鶴
見
大
学
附
属

・
桐
蔭
学
園
・
武
相
・
横
浜

学
園
・
横
浜
創
学
館
・
横
浜

・
湘
南
学
院
・
三
浦
学
苑
・

平
塚
学
園
・
湘
南
工
科
大
学

附
属
・
日
本
大
学
藤
沢
・
藤

沢
翔
陵
・
相
模
原
（
私
立
）

・
麻
布
大
学
附
属
・
立
花
学

園
・
柏
木
学
園
・
自
修
館

◇
新
潟
県
＝
新
潟
南
・
柏

崎
・
明
鏡
・
国
際
情
報
・
津

南
・
新
潟
明
訓

◇
石
川
県
＝
羽
咋

◇
山
梨
県
＝
駿
台
甲
府
・

日
本
航
空

◇
長
野
県
＝
上
田
染
谷
丘

・
野
沢
南
・
諏
訪
清
陵
・
松

本
県
ケ
丘
・
松
本
国
際

◇
岐
阜
県
＝
加
納

◇
静
岡
県
＝
沼
津
西
・
静

岡
商
業
・
藤
枝
東
・
富
士
東

・
静
岡
雙
葉
・
浜
松
学
芸

◇
愛
知
県
＝
南
山
・
聖
霊

◇
三
重
県
＝
海
星

◇
大
阪
府
＝
鳳

◇
兵
庫
県
＝
Ａ
Ｉ
Ｅ
国
際

◇
岡
山
県
＝
西
大
寺
・
明

誠
学
院

◇
徳
島
県
＝
脇
町

（
四
面
に
続
く
）

大
学
附
属
・
開
智
日
本
橋
学

園
・
高
輪
・
普
連
土
学
園
・

明
治
学
院
・
関
東
国
際
・
実

践
女
子
学
園
・
跡
見
学
園
・

郁
文
館
・
京
華
・
京
華
商
業

・
京
華
女
子
・
駒
込
・
昭
和

第
一
・
貞
静
学
園
・
獨
協
・

成
立
学
園
・
瀧
野
川
女
子
学

園
・
武
蔵
野
・
北
豊
島
・
安

田
学
園
・
潤
徳
女
子
・
共
栄

学
園
・
関
東
第
一
・
青
稜
・

品
川
エ
ト
ワ
ー
ル
女
子
・
立

正
大
学
付
属
立
正
・
目
黒
日

本
大
学
・
目
黒
学
院
・
八
雲

学
園
・
東
京
・
日
本
体
育
大

学
荏
原
・
恵
泉
女
学
園
・
駒

澤
大
学
・
東
京
都
市
大
学
等

々
力
・
和
光
・
鶴
川
・
宝
仙

学
園
・
杉
並
学
院
・
城
西
大

学
附
属
城
西
・
豊
島
学
院
・

豊
南
・
東
京
女
子
学
院
・
富

士
見
・
共
立
女
子
第
二
・
聖

パ
ウ
ロ
学
園
・
八
王
子
学
園

八
王
子
・
明
星
・
白
梅
学
園

・
拓
殖
大
学
第
一
・
日
本
体

育
大
学
桜
華
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

◇
神
奈
川
県
＝
横
浜
平
沼

・
希
望
ケ
丘
・
川
崎(

県
立)

・
横
須
賀
（
県
立
）
・
横
須

賀
大
津
・
平
塚
江
南
・
上
溝

・
綾
瀬
・
桜
丘
・
高
津
・
橘

・
住
吉
・
元
石
川
・
横
浜
国

合
・
成
田
・
昭
和
学
院
・
千

葉
敬
愛
・
千
葉
経
済
大
学
附

属
・
市
川
・
東
葉
・
茂
原
北

陵
・
千
葉
県
安
房
西
・
千
葉

黎
明
・
和
洋
国
府
台
女
子
・

千
葉
英
和
・
日
出
学
園
・
国

府
台
女
子
学
院
高
等
部
・
敬

愛
学
園
・
日
本
体
育
大
学
柏

・
二
松
学
舎
大
学
附
属
柏
・

拓
殖
大
学
紅
陵
・
八
千
代
松

陰
・
暁
星
国
際
・
東
京
学
館

・
植
草
学
園
大
学
附
属
・
千

葉
聖
心
・
東
京
学
館
浦
安
・

志
学
館
高
等
部
・
市
原
中
央

・
秀
明
大
学
学
校
教
師
学
部

附
属
秀
明
八
千
代
・
流
通
経

済
大
学
付
属
柏
・
桜
林

◇
東
京
都
＝
東
京
学
芸
大

学
附
属
・
足
立
・
上
野
・
江

戸
川
・
葛
西
南
・
片
倉
・
清

瀬
・
久
留
米
西
・
小
岩
・
江

北
・
桜
町
・
高
島
・
竹
台
・

日
本
橋
・
白
鴎
・
八
丈
・
東

・
日
比
谷
・
深
川
・
富
士
・

府
中
・
府
中
東
・
府
中
西
・

文
京
・
本
所
・
町
田
・
武
蔵

丘
・
目
黒
（
都
立
）
・
武
蔵

野
北
・
科
学
技
術
・
つ
ば
さ

総
合
・
大
江
戸
・
六
本
木
・

桜
修
館
・
板
橋
有
徳
・
葛
飾

総
合
・
王
子
総
合
・
錦
城
学

園
・
正
則
学
園
・
二
松
学
舎

大
宮
東
・
南
稜
・
草
加
東
・

入
間
向
陽
・
草
加
西
・
大
宮

光
陵
・
越
谷
総
合
技
術
・
芸

術
総
合
・
川
口
市
立
・
叡
明

・
正
智
深
谷
・
大
宮
開
成
・

狭
山
ケ
丘
・
武
蔵
越
生
・
浦

和
実
業
学
園
・
城
西
大
学
付

属
川
越
・
浦
和
学
院
・
春
日

部
共
栄
・
城
北
埼
玉
・
西
武

学
園
文
理
・
秀
明
英
光
・
秋

草
学
園
・
川
越
東
・
東
京
農

業
大
学
第
三
・
東
野
・
栄
北

◇
千
葉
県
＝
千
葉
女
子
・

千
葉
商
業
・
千
葉
南
・
千
葉

北
・
薬
園
台
・
船
橋
東
・,

船
橋
啓
明
・
鎌
ケ
谷
・
松
戸

（
県
立
）
・
松
戸
国
際
・
流

山
お
お
た
か
の
森
・
我
孫
子

・
四
街
道
・
佐
原
白
楊
・
銚

子
（
県
立
）
・
匝
瑳
・
成
東

・
長
生
・
君
津
・
袖
ヶ
浦
・

京
葉
・
船
橋
（
市
立
）
・
習

志
野
・
松
戸
（
市
立
）
・
磯

辺
・
市
川
東
・
柏
（
市
立
）

・
千
城
台
・
津
田
沼
・
野
田

中
央
・
柏
陵
・
松
戸
六
実
・

鎌
ケ
谷
西
・
松
戸
馬
橋
・
成

田
北
・
実
籾
・
市
原
八
幡
・

市
川
昴
・
柏
の
葉
・
幕
張
総

◇
福
島
県
＝
橘
・
白
河
・

会
津
・
磐
城
桜
が
丘
・
い
わ

き
光
洋

◇
茨
城
県
＝
水
戸
第
二
・

土
浦
第
二
・
土
浦
第
三
・
藤

代
・
下
館
第
一
・
下
館
第
二

・
水
海
道
第
一
・
水
海
道
第

二
・
古
河
第
三
・
竹
園
・
牛

久
・
土
浦
湖
北
・
藤
代
紫
水

・
守
谷
・
佐
和
・
中
央
・
牛

久
栄
進
・
明
秀
学
園
日
立
・

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
・
大

成
女
子
・
土
浦
日
本
大
学
・

常
総
学
院
・
水
戸
葵
陵
・
つ

く
ば
秀
英
・
第
一
学
院
（
高

萩
校
）

◇
栃
木
県
＝
宇
都
宮
南
・

栃
木
・
足
利
・
真
岡
・
茂
木

・
大
田
原
女
子
・
宇
都
宮
北

・
文
星
芸
術
大
学
附
属
・
足

利
大
学
附
属
・
白
鴎
大
学
足

利
◇
群
馬
県
＝
吾
妻
中
央

◇
埼
玉
県
＝
春
日
部
・
川

口
・
松
山
女
子
・
本
庄
・
久

喜
・
朝
霞
・
上
尾
・
豊
岡
・

桶
川
・
越
谷
南
・
川
口
北
・

大
宮
中
央
・
春
日
部
東
・
浦

和
北
・
朝
霞
西
・
越
谷
西
・

◇
北
海
道
＝
札
幌
旭
丘
・

旭
川
東
・
ク
ラ
ー
ク
記
念
国

際
◇
青
森
県
＝
青
森
中
央

◇
岩
手
県
＝
水
沢

◇
宮
城
県
＝
泉
・
利
府
・

仙
台
城
南

行
っ
た
。

コ
ー
ス
別
志
願
者
は
全
体

で
グ
ロ
ー
バ
ル
二
百
七
十
三

名
、
総
合
探
究
二
百
六
十
六

名
で
あ
り
、
入
学
者
は
グ
ロ

ー
バ
ル
探
究
三
十
四
名
、
総

合
探
究
五
十
名
で
あ
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
特
待
候
補
者
は

七
十
名
で
Ａ
奨
学
生
三
十

名
、
Ｂ
奨
学
生
四
十
名
で
あ

っ
た
。

う
新
し
い
二
コ
ー
ス
で
の
募

集
を
行
っ
た
。
志
願
者
数
は

五
百
三
十
九
名
と
昨
年
度
比

一
三
〇
％
で
あ
っ
た
。
第
一

志
望
入
試
で
は
志
願
者
四
十

九
名
、
合
格
者
四
十
一
名
で

過
去
最
も
多
い
人
数
と
な
っ

た
。第

一
志
望
入
試
は
算
数


作
文
型
、
英
語
か
ら
二
科
目

を
選
択
し
、
そ
の
他
、
全
員

に
自
己
ア
ピ
ー
ル
と
面
接
を

グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
コ
ー

ス
、
総
合
探
究
コ
ー
ス
と
い

Ｂ
推
薦
が
昨
年
度
比
九
八
％

で
あ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
特
進

コ
ー
ス
は
、
単
願
Ａ
推
薦
は

一
名
減
で
ほ
ぼ
横
ば
い
、
併

願
Ｂ
推
薦
は
昨
年
度
比
一
一

四
％
と
増
加
し
た
。
一
般
受

験
は
百
二
名
と
近
年
で
は
一

番
多
い
人
数
で
あ
っ
た
。

い
、
推
薦
基
準
点
等
は
昨
年

度
と
同
様
で
入
試
を
実
施
し

た
。志

願
者
数
は
千
三
百
七
十

九
名
と
昨
年
度
比
九
三
％
で

あ
っ
た
。
進
学
コ
ー
ス
は
、

単
願
Ａ
推
薦
（
昨
年
度
比
五

六
％)

併
願
Ｂ
推
薦
（
昨
年

度
比
七
七
％
）
と
共
に
昨
年

に
比
べ
大
き
く
減
少
し
た
。

特
進
コ
ー
ス
は
単
願
Ａ
推
薦

が
昨
年
度
比
八
六
％
、
併
願

ス
ー
パ
ー
特
進
コ
ー
ス
、

特
進
コ
ー
ス
、
進
学
コ
ー
ス

の
三
コ
ー
ス
で
募
集
を
行

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

各
研
究
科
で
一
般
入
試
、

社
会
人
入
試
、
外
国
人
留
学

生
入
試
を
実
施
し
、
結
果
と

し
て
二
〇
二
二
年
度
は
、
三

つ
の
研
究
科
を
合
わ
せ
て
二

十
名
の
入
学
者
を
得
た
。

大
学
院
入
試
は
、
文
学
研

究
科
・
国
際
政
治
経
済
学
研

究
科
、
お
よ
び
二
〇
二
二
年

度
入
試
か
ら
学
生
募
集
を
開

始
し
た
国
際
日
本
学
研
究
科

も
含
め
、
十
月
試
験
・
二
月

試
験
（
共
に
四
月
入
学
者
）

（第８７号）

大

学

大
学
院

附
属
柏
高
校

附
属
高
校

附
属
柏
中
学
校

文
学
部

文
学
部

二
〇
二
二
年
度
大
学
入
学
者
の
出
身
高
校
等
一
覧

二
〇
二
二
年
度
大
学
入
学
者
の
出
身
高
校
等
一
覧

二
〇
二
二
年
度
入
学
試
験
結
果

二
〇
二
二
年
度
入
学
試
験
結
果

二松学舎新聞（） 年（令和４年）月日（金曜日）



こ
ち
ら
に
は
寄
付
者
芳
名
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
本
紙
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



こ
ち
ら
に
は
寄
付
者
芳
名
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
本
紙
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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僱
僰
僱
僰
僱
僰
僱
僰
僱
僰
僱
僰
僱
僰
僱
僰
僱
僰
僱
僰

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
｢

幽

霊
の
宿
る
場
所
」
を

テ
ー
マ
に
、
怪
談
師

・
川
奈
ま
り
子
氏
に

よ
る
現
代
怪
談
語
り

と
、
研
究
者
に
よ
る

ア
ジ
ア
や
西
洋
に
お

け
る
事
例
の
発
表

（
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
幽
霊
が
現
れ
る
と

こ
ろ
」
／
第
二
セ
ッ

シ
ョ
ン
「
ア
ジ
ア
の

中
の
英
雄
・
英
霊
・

神
」
）
、
総
合
討
論

が
行
わ
れ
、
五
百
名
近
く
の

聴
講
を
得
て
、
活
気
の
あ
る

講
演
会
と
な
っ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模

様
は
、
二
松
学
舎
大
学
公
式








チ
ャ
ン
ネ
ル
で

公
開
さ
れ
て
い
る
。

二
月
十
二
日
、
二
松
学
舎

大
学
文
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
幽
霊
の
歴
史
文
化
学
―
そ

れ
は
ど
こ
に
宿
る
か
」
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
た
。

「
幽
霊
の
歴
史
文
化
学
」

第
三
弾
と
な
る
今
回
の
シ
ン

を
実
現
す
る
た
め
に
大
い
に

活
躍
す
る
こ
と
を
念
願
し
て

贈
る
言
葉
と
し
ま
す
。
皆
さ

ん
、
頑
張
っ
て
実
社
会
へ
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
卒
業
生
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
。

暖
か
な
日
差
し
の
中
、
七

百
五
十
一
名
の
卒
業
生
・
修

了
生
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新

た
な
道
へ
と
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。
当
日
は
、
出
席
で
き

な
い
保
護
者
や
家
族
ら
に
向

け
て
式
典
の
ラ
イ
ブ
配
信
も

行
わ
れ
、
多
く
の
方
が
視
聴

し
た
。

三
月
十
六
日
、
二
〇
二
一

年
度
二
松
学
舎
大
学
・
大
学

院
学
位
記
授
与
式
が
三
年
ぶ

り
に
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
（
東
京
都
中
野
区
）
で
挙

行
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
で
、

保
護
者
や
法
人
役
員
の
出
席

は
な
く
、
卒
業
生
・
修
了
生

と
教
職
員
だ
け
が
参
加
し

た
。五

月
女
肇
志
学
務
局
長
に

よ
る
学
事
報
告
、
江
藤
茂
博

学
長
に
よ
る
卒
業
証
書
学
位

記
授
与
な
ど
が
行
わ
れ
、
続

く
学
長
の
告
辞
で
は
「
二
松

学
舎
大
学
で
学
ば
れ
た
こ
と

を
生
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
危
機
や
困
難
を
乗
り
越
え

て
、
豊
か
な
世
界
を
築
い
て

も
ら
い
た
い
」
と
激
励
。

水
戸
英
則
理
事
長
の
祝
辞

は
、
書
面
で
配
付
さ
れ
、
そ

の
中
で
水
戸
理
事
長
は
｢

卒

業
生
の
皆
さ
ん
が
、
今
後
日

本
や
世
界
で
よ
り
良
い
社
会

三
月
十
九
日
、
附
属
柏
中

学
校
第
九
回
卒
業
証
書
授
与

式
が
体
育
館
で
挙
行
さ
れ

た
。時

間
は
大
幅
に
短
縮
、
保

護
者
の
参
加
は
一
家
庭
二
名

ま
で
と
し
、
国
歌
・
校
歌
の

斉
唱
に
代
え
て
Ｃ
Ｄ
を
流
す

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し

て
式
典
が
行
わ
れ
た
。
今
年

は
卒
業
生
代
表
の
言
葉
が
読

ま
れ
、
三
年
間
の
思
い
出
を

振
り
返
り
、
共
に
学
ん
だ
友

へ
の
言
葉
、
お
世
話
に
な
っ

た
人
々
へ
の
感
謝
を
述
べ

た
。卒

業
式
の
後
に
は
、
「
卒

業
を
祝
う
会
」
が
実
施
さ
れ

た
。
思
い
出
ス
ラ
イ
ド
の
上

映
に
は
懐
か
し
む
声
が
聞
か

れ
、
生
徒
た
ち
か
ら
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
へ
の
花
束
贈

呈
で
は
、
涙
す
る
生
徒
の
姿

も
見
ら
れ
た
。
最
後
に
各
ク

ラ
ス
の
代
表
者
が
保
護
者
へ

の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
卒

業
生
た
ち
は
、
三
年
間
の
温

か
い
思
い
出
と
共
に
中
学
校

を
巣
立
っ
て
行
っ
た
。

羽
ば
た
い
て
行
っ
た
。

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
三

月
三
日
、
附
属
柏
高
等
学
校

第
五
十
一
回
卒
業
証
書
授
与

式
が
、
体
育
館
で
挙
行
さ
れ

た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
と
し
て
、
午
前

と
午
後
の
二
部
制
で
、
席
の

間
隔
を
開
け
、
保
護
者
の
入

場
を
一
名
と
制
限
し
て
行
わ

れ
た
。

七
五
三
和
男
校
長
は
、
式

辞
で
論
語
に
あ
る
「
子
、
四

つ
を
以
て
教
う
。
文
（
知
識

を
得
る
こ
と
）
、
行
（
得
た

知
識
を
実
践
行
動
す
る
こ

と
）
忠(

真
心
を
尽
く
す)



信
（
信
頼
を
得
る
こ
と
）
。

を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て

も
校
訓
『
仁
愛
・
正
義
・
誠

実
』
を
糧
に
、
思
い
や
り
の

あ
る
大
人
へ
と
成
長
し
て
ほ

し
い
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

卒
業
生
た
ち
は
、
三
年
間

の
感
謝
を
胸
に
、
晴
れ
や
か

な
表
情
で
新
し
い
世
界
へ
と

校
内
の
梅
の
花
が
満
開
と

な
り
、
春
の
気
配
が
感
じ
ら

の
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
っ
た
。

本
城
学
校
長
は
式
辞
で

「
重
心
と
な
る
し
っ
か
り
し

た
土
台
、
す
な
わ
ち
『
自
分

は
何
を
大
切
に
生
き
る
の

か
』
と
い
う
信
念
を
持
っ
た

う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
語

り
か
け
た
。

続
い
て
生
徒
会
長
の
冨
田

尚
鴻
さ
ん
の
送
辞
、
卒
業
生

代
表
の
藤
田
す
み
れ
さ
ん
の

答
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
国
歌

・
校
歌
静
聴
な
ど
感
染
防
止

対
策
が
行
わ
れ
た
厳
か
な
式

典
と
な
っ
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
高
等

学
校
校
舎
の
各
教
室
へ
移
動

し
、
二
百
三
十
名
一
人
一
人

に
、
担
任
か
ら
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
、
卒
業
生
の
顔
は

笑
顔
と
涙
で
あ
ふ
れ
て
い

た
。

三
月
一
日
、
日
本
教
育
会

館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
（
東
京
都

千
代
田
区
）
で
、
附
属
高
等

学
校
第
七
十
二
回
卒
業
証
書

授
与
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た

め
、
会
場
へ
の
参
列
は
卒
業

生
と
教
職
員
だ
け
と
し
、
家

族
の
方
々
ら
に
向
け
て
式
典

舎
大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
さ
れ
た
。

今
回
は
歴
史
文
化
学
科


開
設
を
記
念
し
て
、
「
歴
史

文
化
学
科
開
設
記
念
―
地
域

と
歴
史
―
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
講
義
」
と｢

体
験
ツ
ア
ー｣

を
組
み
合
わ
せ
た
動
画
配
信

と
し
て
開
催
。

講
義
動
画
で
は
、
鬼
の
歴

史
を
紐
解
く
、
文
学
部
歴
史

文
化
学
科
・
小
山
聡
子
教
授

の
講
義
「
鬼
の
日
本
史
―
前

近
代
編
」
、
近
代
中
国
最
初

の
日
本
語
通
訳
は
ど
の
よ
う

に
養
成
さ
れ
た
か
を
解
き
明

か
す
、
同
学
科
・
王
宝
平
教

授
の
講
義
「
二
松
学
舎
と
清

国
留
学
生
」
と
二
松
学
舎
大

学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る

千
代
田
区
の
史
跡
を
訪
れ
る

体
験
ツ
ア
ー
動
画
『
小
山
聡

子
教
授
と
行
く
〝
千
代
田
区

歴
史
探
訪
〟
』
を
公
開
し
、

多
く
の
聴
講
を
得
た
。

三
月
二
十
五
日
か
ら
五
月

三
十
一
日
ま
で
、
二
〇
二
一

年
度
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開

講
座
特
設
ペ
ー
ジ
が
二
松
学

（第８７号）

坪
倉

優
介

著

(

幻
冬
舎)

な
壮
絶
な
状
況
か
ら
も
う
一

度
こ
と
ば
を
覚
え
直
し
、
自

分
を
取
り
巻
く
世
界
を
理
解

し
て
い
く
過
程
を
描
い
た
、

青
年
の
手
記
で
あ
る
。

生
存
に
必
須
の
身
体
感
覚

ま
で
が
、
こ
と
ば
と
紐
付
け

ら
れ
て
自
覚
的
に
意
識
さ
れ

る
こ
と
。
こ
と
ば
が
単
な
る

意
思
疎
通
の
「
道
具
」
で
は

な
く
、
も
っ
と
根
源
的
な
次

元
で
「
世
界
を
捉
え
る
手
が

か
り
」
で
あ
る
こ
と
。
そ
ん

な
圧
倒
的
事
実
と
と
も
に
、

困
難
を
乗
り
越
え
そ
れ
で
も

生
き
て
い
く
人
間
の
生
命
力

に
も
、
深
い
感
銘
を
受
け
る

一
冊
。

本
書
の
筆
者
は
、

歳
の

時
に
バ
イ
ク
事
故
で
生
死
の

境
を
さ
ま
よ
い
、
意
識
を
取

り
戻
し
た
と
き
に
は
、
す
べ

て
の
記
憶
を
失
っ
て
、
同
時

に
こ
と
ば
も
な
く
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。

こ
と
ば
を
通
じ
て
認
識
し

て
い
た
「
熱
い
」｢

冷
た
い｣

の
区
別
も
、
「
お
い
し
い
」

も
「
お
腹
い
っ
ぱ
い
」
も
分

か
ら
な
い
。
本
書
は
、
そ
ん

た
ち
の
身
に
何
が
起
こ
る

か
、
正
確
に
は
想
像
で
き
な

い
。言

い
た
い
こ
と
が
う
ま
く

言
え
な
い
、
相
手
の
話
が
分

か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、
頭

の
中
で
思
考
が
う
ま
く
ま
と

ま
ら
な
い
…
そ
ん
な
の
ん
き

ヽ

ヽ

ヽ

なヽ

想
像
を
は
る
か
に
超
え
た

「
こ
と
ば
の
役
割
と
働
き
」

の
リ
ア
ル
が
、
こ
の
本
に
は

鮮
烈
に
描
か
れ
て
い
る
。

人
間
に
と
っ
て
の
こ
と
ば

を
単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
「
道
具
」
だ
と
思
っ

て
い
る
多
く
の
人
は
、
こ
と

ば
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
私



ぼ
く
ら
は
み
ん
な
生
き
て
い
る

―

歳
で
す
べ
て
の
記
憶
を
失
く
し
た
青
年
の
手
記
―

文
学
部
教
授

島
田

泰
子

大
学･

大
学
院

附
属
高
校

附
属
柏
高
校

附
属
柏
中
学
校

附属高校

附属柏高校

文
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

文
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

幽
霊
の
歴
史
文
化
学｣

第
三
弾
を
実
施

｢

幽
霊
の
歴
史
文
化
学｣

第
三
弾
を
実
施

九段キャンパス
公 開 講 座

動画で配信

大学・大学院

附属柏中学校

中洲記念講堂で開催

王宝平教授 小山聡子教授

（）年（令和４年）月日（金曜日）二松学舎新聞




